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第485回 機振協セミナー

異業種連携チーム方式による中小食品工場支援
 ～工場の売上向上に向けた取組み ＆ サプライチェーンで発生する食品残渣削減～ 
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１．機械振興協会技術研究所

２．中小製造業の経営環境変化

３．食品工場支援

４．今後の展望

一般財団法人  
機械振興協会 技術研究所１．機械振興協会

©2025 Japan Society for the Promotion of Machine Industry
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一般財団法人  
機械振興協会 技術研究所１．機械振興協会

■沿革
1964（昭和39）年 財団法人機械振興協会設立（通商産業大臣許可）

 経済研究所および技術研究所発足
1966（昭和41）年 機械振興会館竣工

 ※現在、機械産業関連業界団体など約70団体の活動拠点を提供

2011（平成23）年 一般財団法人へ移行（内閣総理大臣認可）

■目的
機械産業における経営の改善及び技術の向上に関する調査研究
並びにその他機械産業の振興をはかるための事業を実施することにより、
もってわが国機械産業の発展に寄与すること

©2025 Japan Society for the Promotion of Machine Industry
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経済研究所(機械振興会館内) 技術研究所(港区・東久留米市)

機械振興会館（港区）

貸室・会議室

経 済

■協会組織

一般財団法人  
機械振興協会 技術研究所

技 術

機械振興協会技術研究所
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一般財団法人  
機械振興協会 技術研究所機械振興会館（港区）

■外観

©2025 Japan Society for the Promotion of Machine Industry



- 6/36-

約3万㎡（約9千坪）

昭和41年（1966）  9月第1期工事竣工
昭和43年（1968）  5月第2期工事竣工
昭和45年（1970）10月第3期工事竣工

一般財団法人  
機械振興協会 技術研究所技術研究所（東久留米）

■外観

©2025 Japan Society for the Promotion of Machine Industry
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一般財団法人  
機械振興協会 技術研究所技術研究所の役割

・技術研究所は、中小製造業における機械化及び技術課題の解決の支援を使命として、
モノづくりの各段階で企業が強みを活かして競争力を発揮できるよう、
現場に寄り添う支援を実施

・これまで以下のテーマで研究・支援活動を実施
・特殊工作機械開発（非球面レンズ金型加工用超精密旋盤など）
・ORiN開発キットの開発協力、ORiNの工作機械などの適用ソフト開発及び研修実習
・農業生産者向け生産管理ソフト及び作物丈自動測定システムの実用化による農業ＤＸ
・中小食品工場における「異業種連携チーム方式」の支援モデルによる経営課題の解決
・医療機関との連携によるリハビリ用自助具制作と3Dプリンタ活用による障害者就労支援

・今後はＤＸや人材などの経営課題に取り組むとともに、
他支援機関との連携によりこれまでの研究・支援成果を横展開

・機械産業に貢献した企業及び開発担当者を表彰する「機械振興賞」を
1966年（昭和41年）より実施。優れた研究・業績には経済産業大臣賞、
中小企業庁長官賞等、支援機関に対しては中小企業基盤整備機構理事長賞を授与

©2025 Japan Society for the Promotion of Machine Industry
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１．機械振興協会技術研究所

２．中小製造業の経営環境変化

３．食品工場支援

４．今後の展望

一般財団法人  
機械振興協会 技術研究所

©2025 Japan Society for the Promotion of Machine Industry

２．中小製造業の経営環境変化
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部品

完成品

自動車メーカ
組立工場

下請工場

・１９６０年代～１９８０年代の傾向

内需拡大、輸出拡大
＋

国内での開発・生産が中心

・２０００年代後半～

内需減少、輸出伸び悩み
＋

海外現地生産拡大
作成協力：元（一財）機械振興協会 経済研究所 調査研究部 研究副主幹 太田志乃

自動車メーカ
海外進出組立工場

マザー工場部品

完成品

・１９９０年代～２０００年代前半の傾向

内需の頭打ち、輸出拡大
＋

部分的な海外現地生産の拡大

完成品

自動車メーカ
海外進出組立工場

部品

■自動車産業の例

一般財団法人  
機械振興協会 技術研究所

©2025 Japan Society for the Promotion of Machine Industry

２．中小製造業の経営環境変化



- 10/36-

中小製造業の経営環境変化

出典：新素形材産業ビジョン策定委員会「新素形材産業ビジョン」（2013 年 3 月)

・ＥＶ化
１００年に１度の大変革

エンジン部品

駆動・伝達系部品

8,400 →6,300

9,000→9,000

6,900→0

5,700→3,600

電装品・その他

制動・車体部品

一般財団法人  
機械振興協会 技術研究所

©2025 Japan Society for the Promotion of Machine Industry



- 11/36-

中小製造業の経営環境変化
一般財団法人  
機械振興協会 技術研究所

©2025 Japan Society for the Promotion of Machine Industry
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※総務省ホームページより
出典：https://www.google.co.jp/

中小製造業の経営環境変化

受託加工が中心

一般財団法人  
機械振興協会 技術研究所

©2025 Japan Society for the Promotion of Machine Industry
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１．機械振興協会技術研究所

２．中小製造業の経営環境変化

３．食品工場支援

４．今後の展望

一般財団法人  
機械振興協会 技術研究所
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３．食品工場支援
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■中小食品工場の課題

・不十分な自動化工程

・自動化が進まない工程間作業などの課題散在

■新たな支援モデルを提案

・「異業種連携チーム方式」より課題解決

・本方式を中小食品工場で検証

・本方式を公設試験研究所などに水平展開

■期待成果

「食品工場の経営改善」＆「製造業の食品分野参入促進」

一般財団法人  
機械振興協会 技術研究所３．食品工場支援

©2025 Japan Society for the Promotion of Machine Industry
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餡ねり

充填

工程間管理

一時保管

運搬

工程間作業：未自動化
：全体統合不足

予備人員

工程内管理

品質管理

資材投入

etc..

工程内管理

品質管理

資材投入

etc..

サンド作業

工程内作業：自動化不十分

工程内管理

品質管理

etc..

資材投入

運搬

中小食品工場の課題
一般財団法人  
機械振興協会 技術研究所

©2025 Japan Society for the Promotion of Machine Industry
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(1)対象業界と対象
領域の調査

(2)自社保有手段
「製品」前提の営業

(3)「製品」の範囲で
顧客整合,発注

(5)商品提供

自社保有「製品」を元
とするソリューション

(4)「製品」の
カスタマイズ開発

異業種連携チーム方式
一般財団法人  
機械振興協会 技術研究所

©2025 Japan Society for the Promotion of Machine Industry
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(1)対象業界と対象
領域の調査

(2)自社保有手段
「製品」前提の営業

(3)「製品」の範囲で
顧客整合,発注

(5)商品提供

自社保有「製品」を元
とするソリューション

(4)「製品」の
カスタマイズ開発

(1)対象業界と対象
 領域の調査

(2)顧客とのパートナ
 形成

(3)顧客の企業活動
 分析・ヒアリング

(4)顧客の「コト」元
に課題発見/優先度

(5)課題解決ソリュー
ション仮説･試行

(6)ソリューション
開発

(7)ソリューション
提供

顧客の「コト」を元
とするソリューション

(5)課題解決ソリューショ
ン仮説・試行

仕様

(6)ソリューション
開発

(7)ソリューション
提供

食品工場支援技術研究委員会
実証実験

異業種連携チーム方式

©2025 Japan Society
for the Promotion of Machine Industry

一般財団法人  
機械振興協会 技術研究所
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●コーディネータ・委員長
神田雄一氏(東洋大学)

●オブザーバ（アドバイザ）
井上宏一氏、黒澤 茂氏((一社)日本食品機械工業会)
伊東圭昌氏（(地独)神奈川県立産業技術総合研究所）

●リーン生産方式専門家
前田慶之氏
(㈱前田技術士経営研究所)

●食品工場の省力化専門家
鈴木幹男氏 (キソー工業㈱)

●工場改善の実務専門家 
中島俊英氏(㈱ハイメックス)
坂本友男氏(㈱ハイメックス)

●O&DM/SC/MRP/ERP専門家
西岡靖之氏(法政大学)

●商品企画・ブランディング専門家
守谷貴絵氏
((地独)神奈川県立

産業技術総合研究所)

●食品工場
桜井憲一氏(㈱ポールスタア)
守下綾子氏(㈱旭製菓)

商品/サービス

「良い商品」

コン
セプト

同定 要件 運用
保守
改善

実装 終了設計

ISO 15704

経
営
計
画

販
売
・
流
通

生
産

管
理

生
産

管
理

経
営
計
画

販
売
・
流
通

監視・制御
生産

製
販
一
体

「
良
い
販
売
」

IE
C

 6
2

2
6

4
-
1

●リーン生産方式専門家
前田慶之氏
(㈱前田技術士経営研究所)

●食品工場の省力化専門家
鈴木幹男氏 (キソー工業㈱)

●工場改善の実務専門家 
中島俊英氏(㈱ハイメックス)
坂本友男氏(㈱ハイメックス)

●O&DM/SC/MRP/ERP専門家
西岡靖之氏(法政大学)

●コーディネータ・委員長
神田雄一氏(東洋大学)

●オブザーバ（アドバイザ）
井上宏一氏、黒澤 茂氏((一社)日本食品機械工業会)
伊東圭昌氏（(地独)神奈川県立産業技術総合研究所）

●食品工場
桜井憲一氏(㈱ポールスタア)
守下綾子氏(㈱旭製菓)

●事務局
(一財)機械振興協会 技術研究所

●商品企画・ブランディング専門家
守谷貴絵氏
((地独)神奈川県立

産業技術総合研究所)

検証実験：実施体制
©2025 Japan Society
for the Promotion of Machine Industry

一般財団法人  
機械振興協会 技術研究所
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支援団体

支
援
手
法
開
発

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

異業種連携
チーム
方式考案

食品工場支援 事業化支援

チーム１(不良撲滅)

チーム１(不良撲滅)

チーム３(５Ｓ、流し方改善)栃木県産業技術センター参加

チーム３(５Ｓ、流し方改善)
栃木県産業技術センター参加

サプライチェーンで発生する食品残渣削減(システム化)茨城県産業技術イノベーションセンター＆企業主体

サプライチェーンで発生する
食品残渣削減(システム化)
茨城県産業技術イノベーショ

ンセンター＆企業主体

ＡＩ活用促進事業神奈川県産業技術総合研究所主体

ＡＩ活用促進事業
神奈川県

産業技術総合研究所主体

チーム３(５Ｓ、流し方改善)栃木県産業技術センター＆企業主体

チーム３(５Ｓ、流し方改善)
栃木県産業技術センター

＆企業主体

サプライチェーンで発生する食品残渣削減（基本機能）茨城県産業技術イノベーションセンター参加

サプライチェーンで発生する
食品残渣削減（基本機能）

茨城県産業技術
イノベーションセンター参加

チーム２(自動化)

チーム２(自動化)

©2025 Japan Society for the Promotion of Machine Industry
公
設
試
等
の
支
援
団
体
に
展
開

Ｒ８～

機械振興協会

支援手法・成功事例共有
＆支援団体・技術者間ネットワーク

全国支援チーム

SIer企業

etc.

地域を超えた
ネットワークの形成

異業種連携チーム方式事例_a_チーム１_rev2.pptx
異業種連携チーム方式事例_a_チーム３_ORiN_rev3.pptx
異業種連携チーム方式事例_a_食品残渣_rev3.pptx
異業種連携チーム方式事例_a_KISTEC_rev1.pptx
異業種連携チーム方式事例_a_チーム３_ORiN_rev3.pptx
異業種連携チーム方式事例_a_食品残渣_rev3.pptx
異業種連携チーム方式事例_a_チーム１_rev2.pptx
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広報活動（展示会出展）
一般財団法人  
機械振興協会 技術研究所

会 場 ：東京ビッグサイト 東展示棟（1～8ホール） 
規 模   ：989社（2024年開催実績）
来場者数 ：113,777名（2024年開催実績）
入 場   ：公式Webサイトで事前登録、入手した入場証を印刷、会場へ持参

         ※未登録の場合は、入場料1,000円（税込）
公式Webサイト ：https://www.foomajapan.jp/

©2025 Japan Society for the Promotion of Machine Industry

公式サイト
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広報活動（展示会出展）
一般財団法人  
機械振興協会 技術研究所

©2025 Japan Society for the Promotion of Machine Industry

東８ホール
８Ｂ-１２

機械振興協会
技術研究所

東展示棟

東８ホール
８Ｂ－１２
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広報活動（パンフレット・動画（※作成中））
一般財団法人  
機械振興協会 技術研究所

©2025 Japan Society for the Promotion of Machine Industry

成功事例を
ビデオで紹介
（作成中）

FOOMA Japan2025で配布（予定）
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広報活動（ジャーナル・専門誌）
一般財団法人  
機械振興協会 技術研究所

©2025 Japan Society for the Promotion of Machine Industry

FOOMA Japan2025で配布（予定） FOOMA Japan2025で閲覧可能（予定）
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１．機械振興協会技術研究所

２．中小製造業の経営環境変化

３．食品工場支援

４．今後の展望

一般財団法人  
機械振興協会 技術研究所

©2025 Japan Society for the Promotion of Machine Industry

４．今後の展望
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◆支援手法・成功事例の活用

４．今後の展望
一般財団法人  
機械振興協会 技術研究所

©2025 Japan Society for the Promotion of Machine Industry
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一般財団法人  
機械振興協会 技術研究所

出典：「ロボット導入地域連携ネットワーク」設立準備会合（第1回）説明資料（2025.1.8)

今後の展望

©2025 Japan Society for the Promotion of Machine Industry
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一般財団法人  
機械振興協会 技術研究所今後の展望
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製造業／企業活動

創業

政治
Politics

経済
Economic

社会
Society

技術
Technology

マクロ環境

顧客／顧客業界

影響

商品

起業

外部連携促進

【連携対象】

・大学、学会、公設試、

企業、技術士事務所、

行政、研究機関、団体、

(ＯＲｉＮ協議会、

 日本技術士会、IVI、RRI、

 製造科学技術ｾﾝﾀｰほか）

【特徴】

・業界（異業種）、地域、
組織、規模非依存

機
械
振
興
協
会

 技
術
研
究
所

支
援
領
域

機
械
振
興
協
会

 経
済
研
究
所

支
援
領
域

一般財団法人  
機械振興協会 技術研究所今後の展望

©2025 Japan Society for the Promotion of Machine Industry



本資料の再配布・無断転載・複製は

ご遠慮頂きたくお願い致します

ご清聴ありがとうございました

©2025 Japan Society for the Promotion of Machine Industry
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